
 「エコノミー」が「イデオロギー」にぶら下がっていた時代は去り、ムキ出しの「エコノミー」
は20世紀末から世界中で暴走し始めました。そして5年前のリーマンショックを契機とし
て、いわゆる「グローバル金融経済」は破綻し、これからの経済活動・企業経営には新た
な価値観からのアプローチ、まさに経営哲学の転換が求められています。 
 
 そもそも日本的経営における競争と協力の構造はグローバルな視点からはどのような
評価をされているのでしょうか？ 今後の社会と企業との係わり合いの方向性・課題を
現役経営者からお聞きし、経営学のみならず、社会学、哲学など多方面からの考察を
試みます。 
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制度経済学や社会経済理論の枠組みを使
い「技術革新とテクノ・ガヴァナンス構造」、
「日本的経営における競争と協力」、「半導
体・ナノ・バイオ産業における技術革新体制
の変革と継続」、「発展途上国における貧
困削減に寄与するビジネス活動（Bottom of 

the Pyramid)」等を研究 
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『ビジネス倫理学』共著 

『利益につながるビジネス倫理 
-カントと経営学の架け橋-』共監訳 
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持続可能な社会と企業の相乗発展を考える 


